
 

 

北見市立三輪小学校 

 
 

 

 

 

        

 

 

 

 

 

校長 加 藤 弘 一 

 

児童数  479名 

 

学級数  25（９）学級 

 

職員数  30名 

 

－ 重点目標「自走する子！伴走する師！」の具現化に向けて － 

「自走する子！伴走する師！」を重点目標

に、児童一人一人が見方・考え方を働かせ主

体的に学ぶ学校づくりを進めている。特に、

学校経営の中核として、人材育成、日常の授

業改善、組織力の向上及び職場環境の整備を

四つの柱とし、ＩＣＴの利活用や公開授業を

通した授業改善、近隣校と連携した合同学習

会を推進している。また、校務ＤＸを推進し、

教職員が児童と向き合う時間の確保と教育の

質の向上を図り、大きな成果を上げている。 

 

 

  



 

－ 組織的な授業改善の推進 － 

深い学びの実現に向け、児童が主語となる

ための授業改善に努めている。特に、「見方

・考え方の鍛錬」、「単元デザインの共有によ

る自己調整学習の実装」及び「時間・時数・

条件を意識した読解と記述の連動」を組織的

に推進した。また、クラウドサービスを活用

したデジタル基盤での「他者参照」を日常化

したことにより、児童が自律的に探究し、納

得解を共創する質の高い学びの具現化にお

いて大きな成果を上げている。 

 

 

－ ＩＣＴ利活用と校務ＤＸによる学校運営の充実 － 

文部科学省「リーディングＤＸ事業」指定

校としてＩＣＴを利活用した深い学びの実

現に向けた研究を推進している。特に、近隣

３校の小・中学校で９年間の学びのデザイン

を共有し、カリキュラム・マネジメントの充

実を図るとともに、実践事例を公開研究会等

で発信し、圏域へ成果を普及している。また、

授業改善と並行して校務ＤＸを進め、効率的

で効果的な学校運営の実現と教育の質向上

において大きな成果を上げている。 

 

 

－ 授業改善や学校運営に関する保護者の声 － 

 ・研究実践や授業改善の取組について、授業

公開や通信等を通して保護者や地域住民に

発信しているため、児童の授業中の様子や

どんなことを学んでいるかがよく分かる。 

・ＩＣＴの利活用等により、授業での意見共

有や資料提示が分かりやすくなり、児童が

主体的に学ぶ姿が見られる。 

・連絡アプリや通信等のデジタル化により、

迅速に学校と家庭の情報共有ができるよう

になった。        （保護者の声） 

 


